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【抄 録】 

スポーツツーリズムは，自然資源を生かした地域経済を活性化させる起爆剤の一つとして位置付けら

れ，豊富な自然資源が地方に眠る我が国でも同様である．事前の効率的な知識や情報の取得は，旅

行者が抱く目的地への評価を高めることが学術的に明らかにされているが，現実として，旅行者に対す

る情報提供に苦慮する自治体も存在する．本研究では，インバウンドスポーツツーリストに着目し，どのよ

うな事前知識が目的地評価及び目的地ロイヤルティに影響をするのかを性別に検証することとした．

2020 年 2 月に北海道ニセコエリアにあるスキー・スノーボードゲレンデを訪れたインバウンドスポーツツー

リストを対象に質問紙調査を行い，298 の有効回答を得た．確認的因子分析及び共分散構造分析を用

い，仮説モデルの検証を行なった結果，親密性に関する事前知識から目的地評価を除く全てのパスが

有意であり，全体の 47％の説明力を有した．さらに，多母集団同時分析を用いた結果，女性の方が男

性と比較して詳細性に関する事前知識から目的地評価が有意に高いことが明らかとなった． 
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